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１ ． は じ め に
ハ ン ガ リ ー 一 ス ロ ヴ ァ キ ア ー ウ ク ラ イ ナ ー ル ー マ ニ ア に ま た が る カ ル パ チ ア 山 脈 の

内弧側に１５Ｍａ以降の火山が帯状に分布している。その東南端のＣｉｏｍａｄｕｌ火山は、Ｋ-
Ａｒ年代から１～０．２２Ｍａに活動した最も若い火山であると考えられてきた侈（５ｇｈｅｄｉむ
肛、１９９４）。この火山の最終噴火では、①降下軽石、②軽石質火砕流、③細粒火山灰・
火 砕 サ ー ジ の 順 で 噴 出 して い る （ 守 屋 ほ か 、 １ ９ ９ ５ ） 。 ま た 、 こ の 噴 火 の 年 代 に つ い
ては、軽石質火砕流中の炭化木片の１４Ｃ年代値が１０、０７０±１８０ｙｒＢＰ（ＭＢＮ-４５６）と
報告されている（Ｊｔｌｖｉｇｎｅじ心私１９９４）。一方、守屋らは、頷他三年夏に最終噴火によ
る 降 下 軽 石 層 直 下 か ら 炭 化 物 を 採 取 して、 そ の １ ４ Ｃ 年 代 を 加 速 器 質 量 分 析 法 に よ り 測
定し＞３６、７７０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-３４０９）、＞４２、６５０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-３６２２）という結果を
得 た （ 守 屋 ほ か 、 １ ９ ９ ５ ） 。 こ れ ら の 測 定 結 果 は 大 き く 食 い 違 っ て お り 、 さ ら に 検 討
する必要があった。
今回、著者のうち小野、Ｓｚａｋａｃｓ、Ｓ（・ｇｈｅｄｉは、１９９５年夏に軽石質火砕流中から炭化

木片を採取することができた。以下にこの炭化木片の１４Ｃ年代を報告する。

２．１４Ｃ年代測定
今回測定した炭化木片は、守屋ほか（１９９５）と同じ露頭の軽石質火砕流中から採

取されたものである（図１）。この炭化木片は、蒸留水中で超音波洗浄し表面の付着
物を除去した後、１．２規定の塩酸処理（９０°Ｃ・２時間）を２回行い、さらに０．１規定の
水酸化ナトリウム溶液（９０℃）で処理したところ完全に溶けてしまった。そこで、こ
のアルカリ抽出液に塩酸を加えて沈殿したフミン酸を回収した。フミン酸は、回収し
た順にフミン酸１（ＨＡ-１）とフミン酸２（ＨＡ-２）の２つを得た。これらを酸化銅と
共にバイコール管にそれぞれ真空封入し、約２時間９５０°Ｃに加熱して発生した気体を
真空ライン中で精製してＣ０２を得た。これらのＣ０２から、Ｋｉｔａｇａｗａｃｒ肛（１９９３）の

２５２-



水 素 還 元 法 に よ り グ ラ フ ァ イ ト タ ー ゲ ッ ト を 作 製 し た 。 こ の グ ラ フ ァ イ ト タ ー ゲ ッ ト
を 用 い て 、 名 古 屋 大 学 年 代 資 料 測 定 研 究 セ ン タ ー の タ ン デ ト ロ ン 質 量 分 析 計
（Ｎａｋａｍｕｒａ・７ａＺ、１９８５；中村・中井、１９８８）により１４Ｃ年代を測定した。なお、１４Ｃ濃
度の標準体には、ＮＢＳ修酸（ＳＲＭ-４９９０）から調製したグラファイトターゲットを用
いた。
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図 １ 試 料 採 取 地 点 （ Ｔ ｌ ｊ ｓ ｎ ａ ｄ 温 泉 の 南 ２ ｋ ｍ ） で の Ｃ ｉ ｏ ｍ ａ ｄ ｕ ｌ 火 山 の 最 終 噴 火 に よる
火 砕 堆 積 物 （ 守 屋 ほ か ， １ ９ ９ ５ に 加 筆 ）
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３ ． 結 果 と 考 察
表１に測定結果を示す。１４Ｃ年代値は、Ｌｉｂｂｙの半減期５、５６８年を用いて算出した。

な お 、 試 料 の が ３ Ｃ 値 は 未 測 定 の た め 、 同 位 体 分 別 効 果 は 補 正 して い な い 。

表 １ 測 定 結 果
Ｔａｂｌｅ１Ｒｅｓｕｌｔｓｏｆ１４ＣｄａｔｉｎｇＮ４ｒｉｔｈＡＭＳ

試 料-

ＨＡ-１

ＨＡ-２

１４Ｃ年代＊

＞３５，６７０ｙｒＢＰ

＞３５，５２０ｙｒＢＰ

＊Ｈａｌｆｌｉｆｅｏｆ１４Ｃ＝５，５６８ｙｅａｒｓ

測 定 番 号

ＮＵＴＡ-４２６２

ＮＵＴＡ-４２６３

今回得られたフミン酸の年代値はどちらもスケールアウトであった。これらは、守
屋ほか（１９９５）の報告した炭化物についての測定結果と調和的であり、、ｌｕｖｉｇｎｅ吋肛
（１９９４）の結果とは大きく異なる。したがって現段階ではＫ-Ａｒ年代の報告もあわせ
て、この最終噴火の年代は数万年前よりも古いと考えた方が妥当であろう。ただし、
ｊｒｕｖｉｇｎｅ吋冠（１９９４）の結果の是非についても今後さらに詳しく検討する必要があり、
そのためにはこの火山周辺の層序学的なデータを収集する必要がある。
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Ｎａｇｏｙａｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ．Ｗｃａｌｓｏｈａｖｃｏｂｔａｉｎｅｄｏｌｄｃｒａｇｅｓ，＞３５，６７０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-４２６２）ａｎｄ

＞３５，５２０ｙｒＢＰ（ＮＵ’ＩＡ-４２６３）．Ｔｈｉｓｒｃｓｕｌｔｓａｒｃｃｏｎｌ；ｉｓｔｃｎｔｗｉｔｈｔｈｏｓｃｏｆＭｏｒｉｙａどΓα／・

（１９９５）・

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ｒｏｍａｎｉａ，Ｃｉｏｍａｄｕｌｖｏｌｃａｎｏ／４Ｃａｇｅ

２５５


